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神奈川工科大学の
キャリア教育

　本学ならではの企業連携を軸にした「キャリア教
育」を実施しています。1年生から卒業後を考える科
目「キャリア設計」や多彩なインターンシップ、企業
から協力を得た教材などを通して業界や職種の理
解を深めていきます。また、2026年度からは、従来
のキャリア教育をパワーアップさせた「産学連携プ
ロジェクト」がスタートします。このプロジェクトは
工学部・情報学部の全学科3年生を対象に選択科
目として実施。産（=産業）と学（=大学）がタッグを
組んで行う、日本の大学では数少ない取り組みで
す。

産業界との連携を通して、大学の学びと企業活動を理解し、具体的な課題等を発
見することで、キャンパス内での学習がより一層の実践的な学びにつながります。
短期間での就業体験（仕事体験）の他に長期間（１カ月）にわたる企業実習があり、
それまでに学んだ学習を通し、自身の成長と得意分野を発見し将来の仕事に結び
つけることができます。産業界との連携は、働く社会人と触れ合うことで社会人とし
てのマナーやコミュニケーション等を実践的に身につけることができ、学生にとって
は貴重な体験となるでしょう。通常のインターンシップとは異なり、大学と産業界と
が連携して社会人として必要な基礎能力や実習プログラムを共同開発することで、
学生自身が成長を実感できる学習や体験が可能となります。

各学年に学習や卒業後の進路に向けての設
計や振り返りを行うキャリア設計を配置。授
業では企業協力の動画教材を活用して業界や
職種、社会人基礎力などの理解を深めます。

学生のキャリア形成を重視し、多彩なプログラムを通じて実践的なスキル
の習得とキャリアの可能性を広げる支援を行っています。学生は業界での実
務経験を積みながら自己成長を遂げ、将来のキャリアに備えます。チームで
取り組む「課題解決型インターンシップ」は、企業が提案する課題について説
明を受け、大学に持ち帰って検討。途中経過を企業に報告（中間発表）し、さ
らに課題の解決策を練り、最終的に成果発表として自分たちで出した答えを
プレゼンテーションします。

インターンシップに参加して、企業が理系人材に求める能力を知り、将来
の進路選択につなげます。また、インターンシップのための企業研究会や学
生と企業人事担当者との懇談会も実施しています。

各種業界・業種の理解／働くことの意義／
会社における社会人基礎力とは？／社会人
マナー／エントリーシートの作成アドバイ
ス・理系学生の働き方／学生生活の過ごし
方／最近の就職活動／起業とは何か／
OB・OGからのアドバイス

OB協力による動画教材作成
協力：東光電気工事（株）

協力：（株）ヨロズ

・協力企業と連携

・学生グループ＋大学教員
・就業型・課題解決型・研究開発型

・会社工場等見学

・課題に対する提案等

協力：大同信号（株）

（社）ＩＴ産業懇話会／朝日信用金庫／旭ダイヤモンド工業(株）／ＡＬＳＯＫ神奈川(株）／ウエインズ・ビジネスサービス(株）／(株）ＮＳ・コンピュータサービス／(株）荏原製作所／(株）オ
カムラ／鹿島建物総合管理(株）／(株）加藤製作所／神奈川中央交通(株）／神奈川トヨタ自動車(株）／カネ美食品(株）／(株）カレンティア／(株）関東日立／(株）Ｑ’ｓｆｉｘ／(株）キュー
ブシステム／協栄産業(株）／旭日電気工業(株）／(株）きんでん／(株）クレスコ／(株）クロスキャット／(株）クロステックホールディングス／(株）ケイ・アイ・エス情報科学研究所／ＫＯＡ
(株）／(株）弘電社／コムコ(株）／山九（株）／(株）山王／三和電気土木工事(株）／(株）ＣＩＣ／(株）シービーエスリサーチ／(株）シグマイン／シグマ光機(株）／(株）柴橋商会／(株）ジャ
パンテクニカルソフトウェア／(株）情報システム工学／昭和アステック(株）／住友電設(株）／(株）ソノコム／(株）ソフタス／(株）ソルクシーズ／高砂熱学工業(株）／第一カッター興業
(株）／第一屋製パン(株）／大同信号(株）／高梨乳業(株）／中央電気工事(株）／TISソリューションリンク(株）／(株）DTSインサイト／TDCソフト(株）／東京計装(株）／東京システムズ
(株）／(株）東計電算／東光電気工事(株）／東信電気(株）／トーヨーカネツ(株）／長野計器(株）／（株）なとり／(株）ニックス／日産工機（株）／（社）日本計量機器工業連合会／日本ケミ
コン(株）／日本コムシス(株）／日本コンクリート工業（株）／日本サイロ(株）／日本通信エレクトロニック(株）／日本電設工業(株）／日本電波工業(株）／日本ピーマック(株）／日本フル
ハーフ(株）／日本リーテック(株）／ハヤシレピック(株）／日比谷総合設備(株）／富士工業(株）／不二サッシ(株）／富士電機ＩＴソリューション(株）／扶桑電機(株）／ホーチキ(株）／

（株）前川製作所／(株）マルハニチロ物流／三木プーリ(株）／三菱製鋼(株）／(株）未来技術研究所／(株）メイコー／(株）桃屋／(株）八重椿本舗／(株）雄電社／横浜油脂工業(株）／
(株）ヨロズ

数多くの企業との連携を軸にした KAITのキャリア教育体系

産学連携プロジェクト
企業や自治体の現場に参加して学ぶ 

協定企業との実践的な授業を実施

インターンシップI

産学連携
プロジェクト

企業特別講座

キャリア設計I キャリア設計II キャリア設計III

インターンシップII課題解決型
インターンシップ

目的別インターンシップ

社会人に向けて
の準備講座

長期
インターンシップ

卒業研究
卒業プロジェクト

企業のニーズを知り働く
ことについて考え将来を
イメージしてみよう

1年次

普段の授業を受けながら
将来の目標を定めて基礎
固めをしよう

2年次 ～ 3年次

インターンシップに参加し
て現場で何が求められて
いるかを自分の適性に照
らして考えよう

グループワークなどを通
して将来について考え積
極的に活動しよう

4年次

産学包括連携に関する協定企業・団体88社2団体

 多くのチャレンジを通して 
 学生自身が成長と 
 学びの発見を体験する 

 多彩な現場経験を通して 
 将来のキャリアを考える 

 企業の協力による 
 充実の教材が勢揃い 

各学年に学習や卒業後の進路に向けての
設計や振り返りを行うキャリア設計を配置。
授業では企業協力の動画教材を活用して
業界や職種、社会人基礎力などの理解を深
めます。

 企業の取り組みを 
 授業と現場で理解する 

 主な授業内容 

事前学習
企業におけるSDGs
マーケティング
専門基礎 マナー講座　など

事前学習
振り返り
報告書作成
SDGsの取り組み

インターンシップ

特別授業
（寄付講座）

課題解決
ワーク

ショップ

企　業
見学会

課題解決型インターンシップの流れ

企業と連携した実践的な教材

企業特別講座

連携企業
訪問

最終
報告会

プロジェクトの
取り組み
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神奈川工科大学は約130もの研究室で各分野の研究に取り組んでいます。
研究室に所属する学生たちは実験や検証に粘り強く取り組み、その結果から導き出した成果を携えて国内外の学会などで発表をする
など果敢に挑戦しており、その姿からは、次世代を担う“若き研究者”としての誇りと頼もしさが感じられます。
皆さん、どのような研究に取り組み、どのように社会に貢献したいと考えているのか、シリーズで学生の「研究する姿」をお伝えします。

KAIT 研究室訪問

ステアリング（ハンドル）の重さ・復元力・遊び・摩擦
などの物理特性が、運転の際の操舵感に与える影響
を客観的に評価する研究をしています。この研究は、
本研究室が長年にわたり研究してきた操舵特性を評
価する技術を活用し、本学の大型ドライビングシミュ
レータを使用して評価実験を進めています。研究で行

き詰まったときには、先生からのご助言で前向きに進めることができ、先輩からは大型ドラ
イビングシミュレータの運用方法から実験データの処理に至るまでを教えていただきました。
卒業研究ではステアリングの物理特性の違いが操舵感に与える影響を数値で示すことが
でき、現在はステアリングの物理特性と車両の応答特性との関係がドライバーの感じる「運
転しやすさ」に及ぼす影響ついて研究しています。卒業後は今までの経験を活かし、自動
車メーカーで研究開発に携わる予定です。

後遺症がある脳卒中患者さんとご家族への退院支援に
関わる、看護師の「困難感」を明らかにする研究計画の立
案をしています。この研究は3年生の病院実習で印象的
だったことから選びました。脳梗塞の後遺症がある患者
さんの退院先について、自宅を希望するご家族と、自宅で
の介護は難しいと考える医療者の意見が対立している状

況において、看護師は退院支援で困難を感じながら対応しているのではないかと考えました。
研究計画立案では先行研究の文献を調べ、研究目的、意義、研究方法を定めた後、調査対象
者の条件や人数、インタビュー内容を決めてガイドを作成。さらに分析方法を検討しました。
長期にわたり取り組んだことで、論理的思考力と文章力が身につきました。また、自分の意見
を簡潔に伝える方法や相手が話しやすい質問の仕方などコミュニケーションのあり方を考え
ることができ、臨床現場で必要となる力を養えたと感じています。

上高地（長野県中部山岳国立公園内）にある、山小屋
（日本山岳会山岳研究所）のミニ水力発電の遠隔監視
システムを構築しています。この水力発電設備は日本
山岳会と本学が連携して運用しているもので、25年前
から先輩方が山開きの際に発電準備を、閉山時には
撤収作業を行いながら、調査・研究を継続してきまし

た。近年は国立公園特有の厳しい環境規制に加え、水力発電設備の老朽化や熊をはじめ
とする野生動物への対応といった課題もあり、遠隔監視・操作の導入には大きな利点があ
ります。私の卒業研究では、これまでに培ってきた回路設計や電力技術、プログラミング、ネッ
トワークといった知識を「IoT」技術で統合し、遠隔監視や発電機に入る水量を大学から
操作できるシステムを構築しています。今後は大学院に進学し、この研究をさらに発展さ
せたいです。

部屋の明るさ（照度）が、ノートパソコンの作業で感
じるストレスに、どの程度影響を与えるかについて、心
拍数などの生理指標から分析しています。この研究に
着目したのは3年生の頃です。論文を検索したところ、
紙媒体を用いて作業効率に着目した研究はありまし
たが、パソコン作業時の生体情報を収集し、生理指標

から分析した研究は多くなく、また、所属している研究室でも照度に注目した研究は無かっ
たことから、卒業研究のテーマに決めました。実験では被験者に刺激を与えると測定結果
の誤差につながるため、被験者の視界に入らず、声をかけなくてもすむように実験計画を
立てシミュレーションを重ねました。現在、3名分のデータを収集したところです。今後は
臨床工学技士国家試験の勉強と両立しながら、データの収集を続けて分析し、結果を出し
たいと考えています。

物体とユーザの手との位置関係を聴覚的に表現する
ことで、全盲の方がご自身で物の位置を把握できるイン
タフェースを開発しています。この研究の要は、音の方向・
距離・広がり・動きをリアルに表現できる「立体音響技術」
です。MRゴーグルを装着したユーザは、手を物体に近
づけるとゴーグルから流れる特殊な立体音があたかも
実物体から鳴っているように聞こえることにより、手か
ら物体までの距離を認知することができます。今年3月には「第33回日本人間工学会シス
テム大会」で最優秀賞を受賞しました。そして現在は、9月に発表した「第30回日本バーチャ
ルリアリティ学会」の研究内容を発展させた、実証実験の準備を進めています。また、本研
究成果は現在特許申請中です。研究開発では常にユーザの評価を得ながら設計を行う人
間中心設計プロセスに従って取り組んでいます。

学校給食で提供される豆料理の残食を減らすことを
テーマに、調理方法が異なる大豆の成分の違いを比較し、
最適な調理方法について研究しています。この研究テー
マに決めたきっかけは、栄養教諭の実習で小学校に行っ
た際に知った、豆を使った献立の残食の多さです。研究 
を始めた当初は、初めて扱う機器の操作や複数の試料
を同時に扱う実験に戸惑い、思うような結果が得られないことに落ち込むこともありました。
しかし、先生の「うまくいかなかった結果も一つの成果」という言葉で、どんな結果も前向
きに捉えられるようになり、自分なりの実験方法を確立できました。こうした経験を経て、
望ましい結果を得るために、何が必要かを考え、改善策を立て、次の行動につなげる力が
養われたと感じています。卒業後は保育園で管理栄養士として働く予定です。

プラスチック（PET）原料を生産する微生物がどのよ
うに物質を生産しているかを明らかにする研究をしてい
ます。この研究は、化石資源から製造されているプラス
チック原料を、バイオマス資源から製造することでCO2

排出量の削減をめざすための研究です。微生物は目に
見えないため、培養の初期段階では生育状況がわから
ないので、丁寧に実験をする必要があります。実験操作についても先生に一つひとつ丁寧
に教えていただけたので、目の前の実験の意味を理解しながら進めることができています。
また、失敗した時には、先生には付きっきりでサポートしていただきました。また、こうした
経験を通し、研究は簡単に結果が出るものではなく忍耐力が必要だと実感しました。先生
や同じ研究室の仲間のおかげで辛抱強く取り組めています。

齋藤さんは、ドライビングシミュレータ
による研究に加え、自動車メーカーが行う
ような実車を使った実験や評価にも取り
組み、その経験を後輩に惜しみなく伝えて
くれました。今後はそうした経験を活かし
て、人々の生活に役立ち「これいいな！」と
感じてもらえるような自動車の研究開発
を担っていってほしいと期待しています。

髙森さんは論理的な思考や記述力が優
れていて、普段から真面目な学修姿勢で
取り組んでいるのでスムーズに研究が進
みました。さまざまな後遺症がある患者さ
んのことを念頭に取り組んだ、この研究経
験を活かし、患者さんの立場に立って常に
判断し行動できる看護師になっていただ
きたいと思います。

渡邉さんは幅広い知識があり自分で考
えて積極的に動いています。将来はエンジ
ニアや研究者、また教職課程も履修してい
るので、いろいろな道が開けていると思い
ます。研究活動を通じて幅広い知識と経
験を身につけ、柔軟な発想ができるように
なると、さらに良いのではないかと感じて
います。

疑問を持ったときに、きちんと自分の考
えを持って積極的にその疑問を解決しよ
うと動くところがとてもいいです。卒業し
て臨床現場に出ると、きっと解決しなけれ
ばならない課題が出てくると思います。そ
んなときには、卒業研究で培った経験を
活かしてもらえたらうれしいです。

学んだことを咀嚼し、納得の上で前に進む
ということがしっかりできており、研究の理
念を理解しながら一生懸命取り組んでいます。
また、実験にご協力いただいている視覚障
害者の方々からの評価が高いのは彼の人柄
だと思います。卒業後も長所を活かし、常に
ユーザ中心の理念に従って人の役に立てる
技術者になってください。

実験がうまくいかないときでも、どのよ
うに改善すればよいかを考えて前向きに
取り組む姿が印象的です。また子どもが
好きで、周囲の人の気持ちを考えながら
行動できるなど、良いところがたくさんあ
ります。栄養教諭の免許も取得予定で、こ
れから子どもたちの食教育の現場でおお
いに活躍してくれると思います。

研究に対してとても意欲的に取り組ん
でいます。知的好奇心が旺盛で多面的に
物事を見ようとする姿勢がある点が特に
優れていると思います。今、研究室で学ん
でいることは、社会にでてからも必ず役に
立ちます。新しいことを意欲的に学ぶ姿勢
を今後も持ち続けていってください。

ステアリングの物理特性が操舵感に与える影響を
客観的に評価する研究 後遺症がある脳卒中患者・家族への退院支援での

看護師の「困難感」を調査する研究の取り組み

山小屋のミニ水力発電を
遠隔監視するシステムの構築

部屋の明るさがパソコン作業に与える影響を
心拍数などから分析しています

立体音響の複合現実（MR）技術を用いて
重度視覚障害者を支援する人間中心設計研究

学校給食で豆料理の残食を減らすために
有効な調理方法の研究

プラスチック（PET）の原料を生産する微生物の
生合成経路を明らかにする

齋藤 覇流 さん
工学研究科 機械システム工学専攻
博士前期課程2年
車両運動・制御研究室

髙森 唯花 さん
健康医療科学部 看護学科4年
看護管理学領域ゼミ

渡邉 田実 さん
創造工学部 ホームエレクトロニクス
開発学科4年
IoTプログラミング研究室

柿本 健心 さん
健康医療科学部 臨床工学科4年
生体情報研究室

棟近 子竜 さん
工学研究科 ロボット・メカトロニクス
システム専攻　博士前期課程2年
人間工学研究室

小野 美琴 さん
健康医療科学部 管理栄養学科4年
給食経営管理研究室

齋藤 圭悟 さん
応用バイオ科学部 応用バイオ科学科4年
微生物工学研究室

指導教員 
山門 誠 教授から 指導教員  

新実 絹代 特任教授から

指導教員  
杉村 博 教授から

指導教員 
西村 宗修 准教授から

指導教員  
高尾 秀伸 教授から

指導教員  
大澤 絢子 教授から

指導教員 
仲亀 誠司 教授から
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KAIT施設特集

Webサイト

図書館講座

神奈川工科大学

附属図書館

会話をしながら自由に過ごせる憩い・くつろぎの空間です。
のんびりとパソコン作業をする人も！

天井が高く広々とした空間で、静かに集中して勉強したい人に最適。
複数人で話しながら使える部屋もあります。

グループ学習のための個室や
参考図書、教科書などが
並ぶ部屋もあります。

蔵書数約25万冊を有する神奈川工科大学附属図書館。広 と々した空
間には約650席の閲覧席や、グループで利用できるActive Learning 
Roomなどが完備されています。2023年度から2024年度にかけて実
施されたリニューアルでは、1階フロアに展示スペースや憩い・くつろぎ
を提供する新スポットHUG（ハグ）が、2階フロアにはオンラインミーティ
ングなどに対応した防音型の個室ブース「テレキューブ」が設置されま
した。時代のニーズに合わせて変化を続ける図書館の”今”をご紹介し
ます。

■展示スペース

貴重書をはじめとして、フィギュアやポスターなどさまざまな
図書館のコレクションが展示されています。

■グループ閲覧室

2名以上で利用できるスペースです。
友達と課題に取り組んだり先輩に勉強を教わったり
するという使い方もOK!

■ Active Learning Room

プレゼンテーションの練習や卒業研究の発表準備のほか、
サークル活動のミーティングなどでも使われています。

■テレキューブ

防音型の個室ブースです。就職活動時にオンラインで
行われる面接や説明会での利用のほか、発話を伴う英
語の自習など、さまざまな用途で利用されています。

■雑誌・新聞コーナーなど

さまざまな雑誌や全国各地の新聞がそろっています。

勉強も息抜きもこの場所で！ 附属図書館を紹介します。

1階
HUG

2階
フロア

2階
スペース

3階
スペース

　1階フロアにHUGができたことで「図書館が変わった！」
と感じてくれた学生さんが多いようで、かなり来館者が増
加しました。図書館には研究や学修を支援するという役割
がありますが、勉強以外にもさまざまな使い方ができる場
所になっています。図書館は「学生生活を充実させ豊かな
ものにする」ためにあると考えているので、明確な目的がな
くても、気楽に立ち寄っていただけたらと思います。きっと
楽しいことやプラスになることが見つかると思います。

本学図書館の蔵書のみならず、世
界中の幅広い分野の文献が検索
できるほか、マイページから、図書
の購入リクエストなどもできます。

基本的な蔵書検索の方法や、卒業論文を執筆するための資
料、就職活動に役立つ情報などの収集方法をレクチャーす
る図書館講座を随時行っています。

附属図書館 図書館サービス課

田岡 壮平 さん

（撮影協力）
田村 虹々愛 さん

健康医療科学部 管理栄養学科3年

図書館は課題レポート
を作成する時などに
利用しています。

自習スペースは静かで
落ち着いて勉強が
できます。
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KAITの
スポーツ施設
KAITKAITのの
スポーツ施設スポーツ施設

　クラブ活動やリフレッシュのためなど、利用する理
由は学生によってさまざま。
　クラブに所属していなくても、本学学生であれば自
由に利用できる施設が充実しています。

　キャンパス内には「food court カモメ」「カフェテリア」の2種類の学生食堂があり、どちらもワンコイン
で食べられるメニューがリーズナブルな価格で提供されています。
　また、多彩なメニューで大人気のキッチンカーも日替わりでオープンしています。

座席数623席の学内で一番大きな学
生食堂です。
日替わり定食や、うどん・そば、カ
レー、ラーメンも提供しています。一
番人気メニューは、唐揚げ定食（ご
飯、小鉢、味噌汁付き）です。

日替わりで中華、どんぶり物、スイー
ツなど多彩なメニューが楽しめます。

眺望も楽しめる女子学生にも大人気
の学生食堂です。
日替わりプレート、パスタ、カレー、豊
富な種類のお弁当やスイーツも販売
しています。

25年春に手作りのパンを提供する
ベーカリーショップがオープンしま
した。総菜系、スイーツ系など豊富な
ラインナップでドリンクバーも提供
しています。

物価高対策として、後援会からの支援により、学内の食堂および
キッチンカーの全てのメニューを100円引きで販売しています。

food court
カモメ

（K3号館2階）

キッチンカー

カフェ
テリア

（K1号館12階）

きのばん

本格的なマシンが揃った「トレーニングルーム」。学生や教職員なら誰で
も“ 無料 ”で利用できることに加え、ここ数年の“ 筋トレブーム”もあり利
用者が増えています。学生たちはどのように利用しているのでしょうか？
トレーナーの下澤さんにお聞きしました。

「運動部に限らず多くの学生さんたちが利用していますが、それぞれの空き時間
に利用しているので、すごく混み合うということはありません。利用の目的は女
子では減量が多く、男子では減量と筋肉をつけたいという人が半々位です。毎月
実施している講習会も人気で、私たちが一人ひとりの目的にあったメニューを組
んでいます。利用ルールや挨拶を大切にしながら、トレーニングを継続していた
だけたらと思います。また、教職員の方にもたくさんご利用いただいています。
健康維持管理のためにも、ぜひご活用ください。」

■オープン：平日／10：30 〜 14：00　15：00 〜 18：30　
                   土曜／12：00 〜 17：30
■トレーニングルーム 講習会
初心者のマシントレーニング講習会、ダイエット（減量）プログラム講習会、フィ
ジカル強化講習会、メンテナンスケア講習会、栄養管理とトレーニング講習会、
BIG3（ベンチプレス、スクワット、デッドリフト）講習会

トレーナー 下澤 誠也さん

KAITスタジアム

KAITアリーナ

サッカー場／ラグビー場／全天候型トラック

キャンパス内には充実した
スポーツ施設が揃っています！

キャンパス内で筋トレ！

KAITアリーナ「トレーニングルーム」

KAIT施設特集

な

KAITの学生はどんな昼ご飯を食べているの？

ワンコインワンコイン
で 味味ももボリュームボリュームもも学生食堂大満足

学生限定！
後援会からの健康支援
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＜2025年の成績＞
・関東大学サッカーリーグ東京・神奈川1部昇格
・関東大学サッカーリーグ東京・神奈川2部　2位
・アミノバイタルカップ（神奈川県代表）出場
・神奈川県知事杯準　ベスト8

9月25日〜28日に幕張メッセで開催された「東京ゲームショウ2025」のゲーム
アカデミーコーナーに、情報メディア学科が出展しました。出展作品は「ハムトレ」
と「ズル休み選手権」の2点で、4日間を通して年齢や国籍を問わず多くの方に楽
しんでいただきました。これらは本学科の「ゲームクリエイター特訓」を受講する
学生たちが、約1年半かけて、ゲーム企画の立案・検討、ゲームプロトタイプの設計
から実装、そして、展示装飾までを手がけています。

■「ハムトレ」制作チーム リーダー 渡邊 尚輝 さん（情報メディア学科3年）
ハムスターの人形を回し車に乗せて運動させ、ダイエットさせようというゲーム

です。工夫したのはハムスターを乗せるというアイデアで、ゲーム性が格段にアッ
プしました。

■「ズル休み選手権」制作チーム リーダー 加藤 まなみ さん（情報メディア学科3年）
体温計コントローラーをこすって、学校をズル休みできる体温にしようというゲー

ムです。お客様のいろいろな反応を間近で見られて、すごく良い経験になりました。

5月28日、神奈川県栄養士会定時総会に
おいて、三宅理江子准教授（健康医療科学
部 管理栄養学科）が、神奈川県栄養士会より

「優良栄養士」として表彰されました。この表
彰は、三宅准教授が栄養業務に精励し、神
奈川県民の栄養改善並びに神奈川県栄養士
会の発展に寄与した功績によるものです。

8月25日に開催された日本自動車技術会技術会議合同会議におい
て、井上秀雄特任教授（先進自動車研究所所長）が「技術部門貢献賞」
を受賞しました。現在、井上特任教授が取り組む「仮想空間シミュレー
ションによる安全性評価手法の開発」は、国内外の産学官から大きな
期待を集めています。井上特任教授は「名誉ある受賞を励みに、今後
さらに研究活動に精進していく所存です」と感想を述べました。

2025年6月より、澤井
淳教授（健康医療科学部 
管理栄養学科）が、日本
防菌防黴学会 の 英文学
術 誌 『 J o u r n a l  o f 
M i c r o o r g a n i s m 
Control』の新しい編集
長に就任しました。本誌
は、日本防菌防黴学会が
発行する英文の学術雑誌で、食品・医療・環境・材
料など多様な分野における微生物制御技術に関
する研究成果を国際的に発信しています。澤井教
授はこれまで、天然由来抗菌素材や食品中の病
原微生物制御に関する研究に従事しており、実学
と国際性を重視した本誌の編集方針において、今
後のさらなる発展に貢献することが期待されます。

2025年10月、サッカー部の長年の目標だった関東大学サッカーリーグ 東京・
神奈川1部への昇格が決まりました。

練習は週に5日間の朝練（7:30～9:30）のみという限られた時間の中で、チー
ムワークと技術を磨き、理工系大学ながらハイレベルな舞台で戦い続けてきたサッ
カー部。1部昇格の感想を部員の皆さんにお聞きしました。

■主将 鎌田 竣斗さん（工学部 電気電子情報工学科4年）
自分の代で結果が出せたことがうれしいです。1部昇格は、日々の練習からチー

ム全体がまとまってひとつになった上での結果だと感じています。普段の練習時
から、ほど良い先輩・後輩の関係ができており、チームワークの良さを実感してい
ます。

■副主将 工藤 瑠太さん（創造工学部 ホームエレクトロニクス開発学科4年）
シーズン中に主将がケガで練習に参加できない期間がありました。私だけで

はチームを引き締めることができなかったのですが、後輩たちの協力でチームが
まとまり、今回の結果につながりました

■次期主将 小林 暢さん（情報学部 情報ネットワーク・コミュニケーション学科3年）
夏休み明けから6連勝したことでチームの団結力が強まり、結果に繋がったと

感じています。現在の一番の目標は「1部リーグ」を維持し続けることです。来年
4月からのリーグ戦に向けて、各部員に目標を提出してもらい今後の方針を決め
ていきます。

8月5日、KAIT EDTC が厚木市内の陸合南公民館で行われた「厚愛 オコ
ジョさん食堂（子ども食堂）」で、ロボット工作授業を実施しました。当日の様
子を根本 想生さん（創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科3年）にお聞きし
ました。

今回製作したのは虫のように振動するロボットで、授業は午前と午後の2回、
各回10名の定員で実施しました。参加者は幼稚園児から小・中学生までと幅
広い年齢層で、ハンダ付けの作業があるため保護者の方にも参加していただ
きました。

印象的だったのは、ハンダ付けの作業で幼稚園児のお子さんが最も早く作
業を終えたことです。年齢に関わらず得意不得意があり、年齢と技術の習熟度
には相関関係がないことがわかりました。その一方で、小さなお子さんは集中
力が続かないため、ハンダゴテで火傷をしないように十分注意が必要であり、
火傷へのリスク管理は今後の課題として考えています。

授業の後半30分は、モール＊を使った自由工作を行いました。モールを通
すだけのシンプルな工作でしたが、保護者の方々から「子どもたちが楽しんで
いてよかった」と好意的なご意見をいただけました。今回の授業を通して、技
術的に難易度を抑えた「ハンダ付け＋シンプルな工作」の組み合わせは、幾徳
祭などでも多くの方に楽しんでいただけるのではと感じています。

＊モール：芯に細い針金が使われた自在に形を変えられる工作素材

情報メディア学科が「東京ゲームショウ2025」に出展

チームワークが結果につながった ！
サッカー部が関東大学サッカーリーグ
東京・神奈川 1部へ昇格決定！

管理栄養学科 三宅理江子准教授が
「優良栄養士」を受彰

先進自動車研究所 井上秀雄特任教授が
自動車技術会「技術部門貢献賞」を受賞

管理栄養学科 澤井淳教授が
日本防菌防黴学会の
英文学術誌の編集長に就任

ロボットを教材とした教育活動を行っている学生団体
� K

カ イ ト

AIT E
エ ド テ ッ ク

DTCが子ども食堂で工作授業を実施しました

★★ 学生の活躍 ★★

★★ 教員の活躍 ★★

澤井 淳 教授

三宅 理江子 准教授

情報メディア学科の学生

KAIT EDTCの皆さん

授業の様子

会場の様子
最新情報はサッカー部の 

SNSで発信中です！

選手の母校の先生や保護者をはじめ、多く
の関係者の皆さまから温かい祝福をいただ
きました。
この経験を自信に変え、これからも多くの人
に喜ばれる行動を続けてほしいです。
サッカー部監督（入試課 職員）：齋藤雄二郎さん
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2025年度 健康医療科学部3学科合同 
多職種連携教育特別授業を実施

大学院電気電子工学専攻の学生が
第58回照明学会全国大会で
若手プレゼンテーション賞を受賞

大学院機械システム工学専攻の
学生が情報処理学会シンポジウムで
受賞

硬式野球部が厚愛地区中学校
軟式野球部の練習支援活動を実施

大学院情報工学専攻の学生らが
情報処理学会シンポジウム、および、
デジタルコンテンツ制作発表会で受賞

情報メディア学科の学生が
ヤングジャンプ新人マンガ大賞で
期待賞を受賞

7 月 30 日、健康医療科学
部 3 学科による合同多職種
連携教育特別授業を実施し
ました。本授業は 3 学科の 4
年生を対象にしたものです。
当日は、各学科での事前学
習を踏まえ、最初に各専門
職の教員から講義を受けた後、3 学科混合の小グループに分かれ
て、模擬症例の検討（グループディスカッション）に取り組みました。
学生たちにとって、自分の専門分野の視点とは別の視点があるこ
とを実感し、多職種での協働において必要な相互理解の大切さを
学ぶ貴重な機会となりました。

8 月 26 日、27 日に愛知工業大学で開催された「2025 年度
（第 58 回）照明学会全国大会」で、加藤龍帆さん（電気電子
工学専攻博士前期課程 1 年）が、
若手プレゼンテーション賞を受賞し
ました。加藤さんは「教職を志す中
で技術の知識を深めたいと考え進
学した大学院で、このような賞を頂
くことになり大変うれしく思います。
これからもより良い結果を出せるよ
う頑張っていきたいと思います」と
感想を述べました。

6 月 25 日〜 27 日に開催された情報処理学会「マルチメディア、
分散、協調とモバイル（DICOMO2025）シンポジウム」において、
木村尚也さん（機械システム工学専攻博士前期課程 2 年）が「優
秀プレゼンテーション賞」を受賞しました。発表は自律移動モビリ
ティと歩行者に関する研究です。木村さんは「事前に複数回リハー
サルを行ったことで、自信を
もって発表することができま
した。この経験を今後の研究
に活かしていきたいと考えて
います」と抱負を述べました。

今年度より、ホームエレクトロ
ニクス開発学科に在籍する硬式
野球部の学生たちが、厚木市・
愛川町内（厚愛地区）にある中
学軟式野球部の生徒へ練習支
援を行っています。きっかけは、
部員や部活動時間の減少など

の問題を野球部の学生たちが知ったことであり、荻野中学校野球
部顧問の先生方のご協力を得て実現しました。現在は月に 2 回、
学生たちが効果的で効率的な練習メニューを考えて、KAIT スタジ
アムで実施しています。なお、本活動は「企業連携プロジェクトⅠ」
の一環でもあります。

6 月 25 日〜 27 日に開
催された情報処理学会

「マルチメディア、分散、
協調とモバイル（DICOMO）
2025 シンポジウム」にお
いて、溝渕彩久良さん（情
報工学専攻博士前期課

程 2 年）と馬場虎太朗さん（情報工学専攻博士前期課程 2 年）
が、言語系サイコロ型 UI ゲーム「コトコロ」をデモ発表し、優
秀なデモに贈られる「野口賞」を受賞しました。また、同シンポ
ジウムに併設して開催された「デジタルコンテンツ制作発表会

（インタラクティブ部門）」（情報処理学会 DCC 研究会主催）に
も出展し、優秀賞を受賞しました。

大学生活では行動範囲が広がり、自分で物事を決
める機会も増えます。しかし、その一方でトラブルにも
巻き込まれやすくなります。今、特に気をつけたい「薬
物乱用問題」と「闇バイト」について、防犯ボランティ
ア団体「KAIT BLUE」の学生が学生課 二神課長に聞
きました。

（対談参加者左から） 
西 優太朗さん（1年生＊）、学生支援本部学生課 課長 二神 洋二郎さん、
大工原 望乃子さん（4年生＊）、大和田 紘睦さん（1年生＊）
＊情報学部 情報ネットワーク・コミュニケーション学科

学内での防犯啓発活動を
はじめ、神奈川県や厚木市
の防犯イベントや神奈川
防犯シーガル隊などで活
動しています。

大工原さん 
薬物乱用の問題で、私たち学生が注意すべきことを教えてくだ
さい。

二神課長（学生課） 
まず知っておいて欲しいのが、風邪薬
や睡眠薬などの市販薬を大量に服用
する「オーバードーズ」です。依存性も
高く身体に大きなダメージを与え、死
に至る場合もあります。違法薬物では、
大麻、覚醒剤、エクスタシー・MDMA、
合法ハーブなどがあり、特に大麻は危
険だという意識が薄い人が多いので、20歳未満の逮捕者が急
増しています。

大和田さん 
実際に違法薬物のやり取りはどのような場所で行われている
のですか？

二神課長（学生課） 
身近なところでは、繁華街の飲食店などで、見ず知らずの人か
ら手渡されたのが違法薬物だったとか、小さなライブ会場で渡
されて使用してしまったという事例を聞いています。合法ハー
ブでは、「石鹸」や「お香」、「ハーブティー」や「痩せる薬」といっ
た名前でやり取りされているので、知らない間に嗅いでしまっ
たというケースもあります。

大工原さん 
石鹸やお香だと言われたら臭いを嗅いでしまうかもしれない
です。トラブルに巻き込まれそうになったときはどうすればいい
ですか？

二神課長（学生課） 
きっぱりと断る、手を出さない、その場を立ち去ることが大切です。

二神課長（学生課） 
次に闇バイトについてですが、今は以前とは違う段階に入って
います。闇バイトといえば「SNS上で見た高額報酬のバイトに
応募して、強盗をさせられた」といったイメージが強いのです
が、最近はオンラインゲームを通じて個人情報を握られ、そこ
から闇バイトへの誘いが始まっていくというパターンが増えて
います。こうした背後には犯罪組織があると大学では考えてい
ます。

西さん 
オンラインゲームでですか!?  住んでいる所と名前、どちらか
だったら特定されないと思っていましたが、そのような考え方
ではダメだということですね。

二神課長（学生課） 
やはり個人情報への意識を高めないと被害は減らないので気
をつけてください。

大和田さん 
自分や友達が巻き込まれそうになったら、どうすればいいです
か？

二神課長（学生課） 
薬物乱用の問題も闇バイトも、もし巻き込まれそうになったら、
できるだけ早く学生課や学生相談室に相談してください。また
危険な誘いを避けるためには、友人とのコミュニケーションも
大事です。友人に何か異常を感じたときにも自己判断せずに、
一緒に学生課へ来てください。 

大工原さん 
薬物乱用や闇バイトの状況が変わってきていることを、もっと
学内で伝えていかないといけないですね！

二神課長（学生課） 
はい。法的なリスク、健康安全面のリスク、金銭的なリスク、社会
的リスクもあり就活にも影響します。これらのリスクを伝えてい
くということが重要だと考えています。
防犯に取り組むKAIT BLUEの皆さんにも協力していただける
とうれしいです。ぜひ、一緒に取り組んでいきましょう。

週刊ヤングジャンプ主催の「第 36 回新人マンガ大賞」にお
いて、齋藤陽希さん（情報メディア学科 4 年）が期待賞を受賞
しました。齋藤さん（ペンネーム：はよー）は、「1 年前に初め
て漫画を描いてから、ここまで成長できるとは思っていません
でした。ご指導いただいた先生にはとても感謝しています。卒
業後は仕事と両立しながら掲載をめざして、引き続き漫画制
作に取り組みたいと思います」と抱負を述べました。

N E W S      T O P I C S& A U T U M N  |  W I N T E R まずは、知ってほしい！
学生生活に潜む

「薬物乱用問題」と
「闇バイトの罠」

■防犯ボランティア団体「KAIT BLUE」

薬物乱用問題は身近で起きている!? オンラインゲームが入り口に!?
 闇バイトの現状
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学生支援本部
教務課

今後の主な予定
授業日、補講日等の予定については、次頁「学

年暦 」および 大学 HP 内に掲載の年間スケ
ジュールをご 参照願います。（ https://www.
kait.jp/education/2025_schedule.pdf ）

【後期学事予定】
＜年内授業最終日＞� 12月23日（火）
＜学生冬期休暇期間＞
� 12月24日（水）～2026年1月6日（火）

ただし、冬期休暇期間内に集中授業等を実
施することもあります。
＜冬期事務取扱休業期間＞
� 12月26日（金）～2026年1月5日（月）
＜年明け授業再開日＞� 1月7日（水）
＜学生春期休暇期間＞
� 2026年1月28日（水）～3月31日（火）

ただし、学生春期休暇期間中に集中講義、後
期到達度確認に関する追評価・再評価等を実
施する科目もあります。

＜後期学業成績の公開予定日＞
� 2026年3月6日（金）
※保護者ポータルサイトにて閲覧可能です。ご
利用については、4月にお送りしております

「保護者ポータルサイトのご案内資料他」をご
覧ください。IDとパスワードを紛失された場合
は、教務課（kyoumu@kait.jp）までご連絡く
ださい。

教職教育センター

教員採用試験の受験状況 
（令和８年度採用）※現役に限る

＜表１＞今年度の現役受験生は11名で、前年
度より3名減となりました。１次試験を突破し
た者は＜表２＞の通り９名で、このうち最終合
格となったものは＜表３＞の通り（10月8日現在）
５名です。前年度６名に対し、△１名となってい
ます。
　なお、既卒生からも「合格しました」という連
絡が複数届いており、現時点で本学関係者の
合格者数は２桁になっています。

＜表１＞　校種別の受験状況
校種 教科 人数(A) （前年度）

中学校
数学 2 (4)
理科 2 (4)
技術 2 (2)

高　校

数学
理科 1 (2)
情報 3 (2)
工業 3 (5)
栄養 1 (1)

合　計 14 (20)
※　実受験者数は11人（前年度は14人）

＜表２＞　１次試験の合格状況
校種 教科 人数(B) 自治体名

中学校

数学 1 横浜市
理科 2 神奈川県、

横浜市
技術 2 茨城県、

神奈川県

高　校

数学
理科
情報 1 神奈川県
工業 3 秋田県、

神奈川県、
宮崎県

栄養
合　計 9

＜表３＞　２次試験の合格状況
校種 教科 人数 (C) 自治体名

中学校

数学
理科
技術 2 茨城県、

神奈川県

高　校

数学
理科
情報 1 神奈川県
工業 2 神奈川県、

宮崎県
栄養

合　計 5
※10月8日現在の集計

＜表４＞　受験した都道府県別の人数
都道府県 受験者数
札幌市 1
岩手県 (1)
宮城県 (1)
秋田県 1
茨城県 1

さいたま市 (1)
東京都 (1)

神奈川県 7 (9)
横浜市 2 (1)
長野県 (1)
静岡県 1 (5)
宮崎県 1
合　計 14 (20)

※（　）は、昨年度の数

学生課

父母説明会・個別相談会開催報告 
ならびに父母説明会資料公開のお知らせ

　9月13日（土）に父母説明会・個別相談会を
開催いたしました。猛暑が続く中、当日は670
名以上のご父母の皆様にご参加いただきました。
ご希望により午前中の全体説明会、午後から
のクラス担任との個別面談、学食体験、キャン
パスツアーにご参加いただきました。
　なお、現在、全体説明会の内容、各学科別に
よる教務関係（履修・成績等について）等の詳
細資料を公開しております。公開先 URLまた
はQRコードからご確認ください。

https://www.kait.jp/
campuslife/guardian/
documents.html

第47回後援会総会報告
今年度の後援会総会は、幾徳祭（学園祭）初

日の11月1日（土）に開催いたしました。
初めに24年度決算報告、25年度中間報告が

行われ、また、引き続き、充実した学生生活を
実現するために「学会参加のための支援事業」

「学食補助などによる健康支援事業」等々の26
年度事業計画にご理解とご賛同をいただきま
した。更に26年度役員選出について審議を行
い、すべての議案について滞りなく議事が終了
しました。

来年度におきましても引き続きご支援を賜り
たく、何卒よろしくお願い申し上げます。

なお、詳細につきましては次号の神奈川工科
大学広報誌「KAIT」No.211にてご報告いたし
ます。（後援会事務局：学生課）

キャリア就職課

2027年卒生対象
【業界・職種研究会】（対面形式）

11/22（土）（13：00～16：00）
レンブラントホテル厚木

【業界説明会】（対面形式）
2/12（木）～13（金）・2/25（水）～26（木）

（13：00～16：00）
レンブラントホテル厚木
　2月開催は参加企業数最多。本学が主催す
る説明会で、最も多くの企業が参加します。
　参加する全ての企業が本学学生を積極採用
したいと考えています。
　複数の企業の説明を聞き、比較することで志
望動機を明確にすることができます。

【就活セミナー以外の支援プログラム】
●就職力アップ講座
・面接対策実践研修
　12/6（土）～12/7（日）（1限～5限）学内教室
　※事前申込制で、学内での対面式。
●その他のガイダンス
・留学生就活ガイダンス
　12/12（金）（5限）※オンライン
・ふらっと相談会（ハローワーク厚木共同開催）
　11/20（木）、12/3（水）、12/18（木）
　（11：00～16：00）
・学校推薦説明会
　①12/3（水）～、②1/9（金）～、
　③2/10（火）～（オンデマンド配信）
・特別セミナー（就職活動のやり方）
　12/23（火）（5限）※オンライン
・公務員関連（公務員試験対策ガイダンス）
　12月中旬

OFFICE INFORMATION
大学からのお知らせ

8月8日、「KAITサイエンスサマー」が学内で開催されました。このイベントは「夏休み期
間を利用して地域の子どもたちに最新技術や科学に触れてもらう機会を設けよう」と、小・中・
高校生向けに企画されたものです。

当日は、講座、ステージ、展示、そして、同時開催の厚木市制70周年記念事業『あつぎで
発見！ワクワクする未来』と、盛りだくさんのプログラムが実施され、たくさんの親子連れ
で賑わいました。

毎年人気の講座は、電子工作をはじめ、実験や
レゴロボット、パソコンによる体験など、楽しみなが
ら学べる15講座を実施。複数回実施された講座も
ありました。大学での講座ということで子どもたち
はやや緊張気味の様子でしたが、その分終了後の
達成感は大きかったようです。

KAIT TOWNと先進技術研究所で行われた展示
と厚木市制70周年記念事業では、タッチプールや 
eスポーツ、厚木を舞台にしたコマ撮りアニメの制
作などを実施しました。また、ステージイベントでは、
高く舞い上がる大きな風船に子どもたちの歓声が
あがりました。

視察のため来学いただいた厚木市 石塚修副市長と厚木市マスコットキャラクター
の「あゆコロちゃん」にも、「KAITサイエンスサマー」をお楽しみいただけたのではと
感じております。本学での夏の一日が、子どもたちにとって未来につながる楽しい思
い出になることを願っています。開催にあたりご協力いただいた学内外の方々に深く
感謝いたします。

2025年度 学年暦（12月～3月）

「KAITサイエンスサマー」を開催しました
【夏休み子ども向け 科学体験型イベント】

12月

24日（水）～
1月6日（火）　

学生冬期休暇期間（学部・大学院）
※集中授業等を実施することもあります。

26日（金）～
1月5日（月）　 冬期事務取扱休業期間

1月

7日（水）授業再開

12日（月・祝）成人の日（休日）

16日（金）休講日

17日（土）大学入学共通テスト

18日（日）大学入学共通テスト

19日（月）後期授業終了日

20日（火）補講日

21日（水）補講日

22日（木）試験日

23日（金）試験日

26日（月）予備日（補講・試験等）

27日（火）予備日（補講・試験等）

28日（水）～
　 31日（火）

学生春期休暇期間（学部・大学院）
※集中授業・研修・追評価・再評価等授業を
実施することもあります。

2月

11日（水・祝）建国記念の日（休日）

23日（月・祝）天皇誕生日（休日）

3月

6日（金）後期成績表（ポータルサイト）公開（予定）

20日（金・祝）学位記授与式・卒業式（学部・大学院）

父母説明会　全体説明会の様子
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第50回幾徳祭とホームカミングデーが開催されました！

11月1日（土）、2日（日）、秋晴れの空の下、今年も賑やかに第50回幾徳祭とホームカミングデーが開催されました。今年
は50組を超える団体が参加し、模擬店や縁日、研究室・講義室での展示に加え、ビンゴ大会やアーティストによるステージイ
ベントなど、さまざまな企画が行われました。2日間を通して多くの来場者で賑わい、活気あふれる学園祭となりました。また、
1日（土）には「ホームカミングデー」も開催され、多くの卒業生が訪れました。

50年の間には、活気にあふ
れた年もあれば、中止やオン
ライン開催となった年もあり
ました。良い時も困難な時も
バトンを繋いできた幾徳祭。

「継承」というテーマには、幾
徳祭の歴史と伝統を受け継ぎ
ながら、未来へと歩みを進め
ようとする学生たちの思いが
込められています。

大学HP

2025年11月1日（土）、2日（日）

KAIT  VRKAIT  VR

特撮模型研究部特撮模型研究部

吹奏楽部吹奏楽部

KAIT EDTCKAIT EDTC

利き酒サークル利き酒サークル
（20歳以上限定）（20歳以上限定）

看護学科看護学科

天文部（プラネタリウム体験）天文部（プラネタリウム体験）

「継承」というテーマに
込められた思い

受付にて記念品をお渡ししました。先生方を囲んで語
り合うグループや旧友のお子さんを見て卒業からの年月
を実感される方も。OB会を開催した学科もありました。

部活やサークル、研究室な
どが、趣向を凝らした企画や
日頃の成果を発表しました。

ホームカミングデー

研究室・KAIT 工房・
講義室展示

今年もやきそば、からあげ、餃子、焼売などのさまざま
な模擬店と、射的や輪投げの縁日のテントが並びました。

模擬店・縁日など

附属図書館の前には、鉄
道研究部が製作したミニ
鉄道が登場。

子どもから大人までを乗
せて走りました。


